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1.は じめに

小学校教育に関わるようになって10年 が経過 した。最近,子 どもの考 えとして,興 味

深いものを確認 した。その一つは,小 学校第6学 年 「水溶液の性質」の単元において,濃

度の うすい塩酸(3mol几)が 入 った試験管にアル ミニ ウム箔を投入 して,子 どもたちに観

察させ る演示実験での出来事であった。ある児童が,「 アル ミニウム箔が蒸発 した。」また

は 「アル ミニウム箔が蒸発 して気体になった。」とい う考 えをワークシー トに書 き,授 業後

に得意満面の笑顔で筆者や他の児童 に解説 していたのである。この児童が,な ぜそのよう

な考えを抱 くに至ったのか大変興味を持 った。そこで私 な りにその背景を考えてみること

に した。

皿.「アル ミニウム箔が蒸発する」が現れるまで

授業の中で実験が行われたのは9月 下旬で,室 温は24～28℃,水 温は15℃ 前後,水 タ

ンクは屋上に設置 してあった。「水溶液の性質」の単元の導入では,水 溶液の色,性 状,に

おい等を手がか りにして 「水溶液の仲間分け」をさせ ることから始めた。そ して,次 は教

師の演示実験で,濃 度の うすい塩酸の入った試験管 にマグネシウムリボンを入れて,マ グ

ネシウムリボンが反応 して発泡 し,マ グネシウム リボンが見 えなくなる(無 くなる)ま で

観察させ,「マグネシ ウムとい う金属が水溶液 に溶けま した。」と説明 している。その次は,

濃度の うすい塩酸(3mol几)が 入った試験管にアル ミニ ウム箔またはスチ・一一・Lルウール片を

投入 してその反応を観察 させ,金 属が塩酸などの水溶液に溶 けることを確認 させ るとい う

ものである。その演示実験 を経て,教 師か ら 「水酸化ナ トリウム水溶液には金属は溶 ける

だろうか。」と発問を投げかけ,子 どもたちに討論 と予想 をさせる。その確認実験を行った

結果,塩 酸をは じめとする酸性の水溶液には溶 けても,水 酸化ナ トリウム水溶液をは じめ

とするアルカ リ性の水溶液 には溶けない金属があることを導き出す とい う一連の流れであ

る。そして,家 庭科 との関連で,台 所洗剤には弱アルカ リ性 の表記があるものが多い こと

な ど,生 活の中での水溶液の性質を振 り返 りながら考えさせる授業であった。

皿.「 アル ミニウム箔が蒸発す る」が現れたときは

授業の中で実験が行われたのは8月 下旬で,室 温30～32℃,水 温24℃ 前後,水 タンクは

屋上に設置 してあった。導入は 「水溶 液の仲間分け」で他校 と同じ内容である。但 し,仲

間分けす る水溶液 にアンモニアを追加 していた。また 「金属が水溶液に溶 ける。」とい う観

点での説明は しなかった。そ うすると何校かで 「アル ミニ ウム箔が蒸発 した。」とい う考 え
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をもつ児童が出てきた。そ うした考えが出た直後に再び実験を行なったところ,濃 度 の う

すい塩酸の入った試験管にアル ミニ ウム箔 を投入すると,ア ル ミニウム箔の表面から激 し

く発泡 し,そ の際に箔が踊 りあが り確かにアル ミニウム箔が蒸発 しているかのように見え

る。 この様子を観察 して 「箔の蒸発」 とい う考えに至ったのだ と想像できる。

しかし,同 日午後に他校に出向いて同 じ内容で同じ実験を行 った。しか しなが ら,「アル

ミニ ウム箔が蒸発 した。」とい う考えを出す児童はいなかった。前の学校 と異なるのは,こ

こにはエアコンが設置 されていて,室 温23～26QC,水 温15℃ 前後,水 タンクは校舎建物内

1階 に設置 してあるこ とであった。

IV.何 が違 っていたのか

希釈水は大阪市の上水で,ア ル ミニウム箔 も同じ製品を使用 した。 しか し,午 後に応援

に行った他校では,エ アコンが効いた理科室に濃度の うすい塩酸が保管 されていた。その

水温は15℃ 程度であった。

最初の5年 間は 「金属は水溶液に溶ける。」と冒頭に説明を加 えていたためその影響 かと

も考えたが,教 育出版の平成27年 度版の教科書を見てみると一概 に言えないことが確認

できた。それは 「塩酸をアル ミニウムに注いで調べてみよ う。」とい う実験後の説明として

「塩酸をアル ミニ ウムなどの金属に注 ぐと,気 体が発生 して ,金 属がとけていきます。」と

説明し,「塩酸にとけた金属は,ど うなったのだろう。」 とさらに発問が書かれている。そ

して話 し合いのテーマ として,「 塩酸を金属に注いだときの変化 について話 し合いま しょ

う。」とあり,そ の時の児童の反応例 としてい くつかの考えが示 されている。その記述の中

の一っに 「アル ミニウムはあわになって出ていったと思 う。」とい うものがある。つま りア

ル ミニ ウムが溶けて泡 になって出ていったと考 えている例である。

これ らの一連の場面か ら考えると,「金属 は水溶液に溶ける。」と説明していても,「アル

ミニウムがあわになって出ていった。」とい う考えが出てきたことになるので,金 属が水溶

液に溶けていって見 えなくなる現象 と金属の表面から発泡す る現象は,子 どもの頭の中で

は別々の現象として観察 しているわけではないことがわかる。

では,実 験時期の違いは どうであろう。それまでは9月 か ら10月 であったが,最 近は

8月 から9月 の実施であった。実験時期の違いで変化 した条件は,実 験室の室温や水溶液

の水温だけである。以上か ら濃度の うすい塩酸の温度がアル ミニウム箔との反応に影響を

与えた可能性は十分に考え られる。今後は20℃ 以上の水溶液を意識 して配布 し,「アル ミ

ニウム箔が蒸発 した。」や 「アル ミニ ウム箔が泡 となって蒸発 した。」 とい う考えが出るの

か,さ らにもっと予想 しないような考えが出てくるのか取 り組んでみたい。
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